
解解体体業業、、破破砕砕業業にに係係るる各各種種基基準準のの関関係係

目　的 目的達成のために必要な行為に係る基準 業を行うための許可に関する基準

廃棄物処理法に基づく処分基準

【例】廃棄物の飛散、流出、地下浸透等を防止

するため必要な措置を講ずること　等

※廃棄物処理法で規定済

再資源化に関する基準

【例】

（解体業）

・鉛蓄電池、タイヤ、廃油、廃液を分別回収

するとともに、技術的経済的に可能な範囲

で再資源化を実施すること　等

（破砕業）

・解体自動車をその他の破砕対象物と区分し

て破砕すること　等

廃
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【例】

（解体業）

・解体作業場の床面は鉄筋コ

ンクリートで舗装され又は

これと同等以上の効果を有

する措置が講じられている

こと　等

（破砕業）

・破砕施設が廃棄物処理法

15 条１項に規定する産業

廃棄物処理施設である場合

には、この規定による許可

を受けている施設であるこ

と　等
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【例】

申 請 者 が 業 の

許 可 の 取 り 消

し を 受 け て ５

年 を 経 過 し な

い等

※自動車リ

サイクル法

で規定済

　申請者の能力

【例】

・ 解体、破砕の方法等

を記載した標準作業

書を常備し、従事者

に周知すること

・事業計画書又は収支

見積書から見て業を

継続できないことが

明らかでないこと

業を的確、継続して行うに足りる基準 欠格要件に

非該当

は、今回定めようとする基準（注）網掛け
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